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長
崎
市
議
会
・
令
和
５
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日（
金
）か
ら

９
月
20
日（
水
）ま
で
の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
案
で
は
、
８
月
に
発
生
し
た
橘
湾
の
広
範
囲
で
の
赤

潮
発
生
に
よ
り
、
湾
内
で
養
殖
し
て
い
た
マ
ダ
イ
・
ト
ラ
フ
グ
・
シ
マ
ア

ジ
な
ど
壊
滅
的
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
養
殖
業
者
へ
支
援

す
る
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
佐
山
公
園
駐
車
場
と
山
頂
を
結
ぶ「
長
崎
稲
佐
山
公
園
ス
ロ
ー
プ

カ
ー
」の
運
営
費
の
う
ち
令
和
４
年
度
分
の
１
，５
５
０
万
円
は
認
め
ず
、

総
額
16
億
５
３
２
万
円
に
減
額
修
正
し
て
可
決
し
ま
し
た
。

伴
い
事
業
費
を
増
額
す
る
も

の
。

◆
公
園
維
持
管
理
費

…

１
，５
５
５
万
４
千
円

　稲
佐
山
公
園
の
長
崎
稲
佐

山
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
運
営
業
務

に
お
い
て
、人
員
配
置
の
見
直

し
に
係
る
経
費
を
増
額
す
る

も
の
。

◆
水
産
業
振
興
費
負
担
金・補
助
金

　
養
殖
赤
潮
被
害
緊
急
対
策
事

業
費
補
助
金

…

５
億
６
，０
０
８
万
円

　令
和
５
年
８
月
に
橘
湾
で

発
生
し
た
赤
潮
に
よ
る
深
刻

な
被
害
を
受
け
た
事
業
者
に

対
し
、県
と
連
携
し
て
へ
い
死

し
た
養
殖
魚
の
代
替
魚
導
入

経
費
等
を
支
援
す
る
も
の
。

令
和
５
年
９
月
議
会

一般会計予算（総額16億532万円）・54議案を可決・同意！一般会計予算（総額16億532万円）・54議案を可決・同意！

◆
自
動
車
購
入
費（
市
長
公
用
車
）

…

５
８
０
万
円

　経
年
劣
化
し
て
い
る
市
長

公
用
車
を
更
新
す
る
も
の
。

◆
長
崎
ペ
ン
ギ
ン
水
族
館
施
設

整
備
事
業 …

１
，２
２
０
万
円

　利
用
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応

の
駐
車
場
料
金
事
前
精
算
機

を
整
備
す
る
も
の
。

◆
農
業
振
興
施
設
整
備
事
業
費

補
助
金

　
長
崎
び
わ
寒
害
対
策
施
設

…

９
３
７
万
４
千
円

　露
地
び
わ
の
寒
害
に
強
い

産
地
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

簡
易
ハ
ウ
ス
の
整
備
や
簡
易

ハ
ウ
ス
へ
の
小
型
温
風
機
の

導
入
を
支
援
す
る
も
の
。

◆
土
地
区
画
整
理
事
業
費（
長
崎

駅
周
辺
地
区
）

…

１
億
９
６
０
万
円

　高
架
広
場
撤
去
工
事
に
お

い
て
、高
架
広
場
の
桁
・
階
段
・

支
柱
部
分
の
鋼
材
の
塗
膜
材

に
含
ま
れ
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の

除
去
作
業
に
係
る
経
費
を
増

額
す
る
も
の
。

◆
小
学
校
整
備
事
業
費（
西
町
小

校
舎
等
改
築
）

…

１
億
８
，２
９
０
万
円

　材
料
費
の
価
格
高
騰
等
に

主
な
補
正
予
算
の
内
容

主
な
補
正
予
算
の
内
容

長崎ペンギン水族館

稲佐山スロープカー

やさしい街づくり！元気な長崎！
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　五  

輪  

清  

隆

　晩
秋
の
候
、
皆
さ
ま
に
於
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
、

ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　９
月
７
日
に
５
項
目
に
つ
い
て
４
月
の
議
員
改
選
後
、
初
め
て

の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
主
な
質
疑
内
容
は
２
・
３
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
て
い
ま
す
）

　私
は
今
年
４
月
の
長
崎
市
議
会
議
員
選
挙
で「
長
崎
市
火
葬
場
の

早
期
建
て
替
え
」を
公
的
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　現
在
の
施
設
は
建
設
さ
れ
て
45
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
み
、

必
要
な
機
能
と
し
て
遺
族
が
単
独
で
使
用
で
き
る
告
別
室
・
収
骨

室
・
駐
車
場
等
の
改
善
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
を
受

け
、
こ
こ
数
年
今
日
ま
で
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
て
質
疑
を
行
い
、

長
崎
市
も
よ
う
や
く
昨
年
９
月
、
建
設
に
向
け
た
基
本
構
想
を
表

明
し
、
今
年
４
月
、
庁
内
に
建
設
場
所
の
選
定
へ
の
組
織
体
制
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　長
崎
市
は
火
葬
需
要
が
令
和
17
年
か
ら
20
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

年
間
見
込
み
件
数
が
増
加
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
17
年

度
ま
で
に
供
用
開
始
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
早
急
に

建
設
場
所
の
選
定
す
る
事
を
要
望
し
ま
し
た
。

　又
、
新
た
な
文
化
施
設
の
建
設
で
は
現
在
、
建
設
資
材
の
高
騰

や
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
に
よ
り
当
初
予
定
し
て
い
た
建
設
費
用

で
は
建
設
出
来
な
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
長
崎
市

の
財
政
力
を
考
え
た
時
、
上
限
額
を
設
け
る
等
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
今
後
も
議
会
で
議
論
し
て
行
き
ま
す
。

　今
年
も
残
り
２
か
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
寒
さ
が
身
に
染
み
る

季
節
に
な
り
ま
す
の
で
健
康
管
理
に
充
分
注
意
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　私
も
市
会
議
員
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が「
安
全
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
つ
く
り
」に
向
け
て
諸
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
決
意
で
す
。

　皆
様
方
に
は
更
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

９月７日　多くの皆さんが傍聴する中、一般質問を行いました

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

身
体
に
充
分
に
注
意
し
て
下
さ
い

身
体
に
充
分
に
注
意
し
て
下
さ
い



９月７日　一般質問を行う！９月７日　一般質問を行う！
１． 新たな文化施設の建設について

２．長崎市火葬場の建て替え計画について

３．都市計画道路大黒町・恵美須町線拡幅整備の進捗について

４．老朽危険空き家の対応について

５．橘湾の赤潮被害について

主
な
質
疑
内
容

主
な
質
疑
内
容

強
化
を
軸
と
す
る
、
経
済
の
再
生

と
定
住
人
口
の
増
加
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
の
具
体
的
な
方
向
性
を

示
す
も
の
で
す
。

　新
た
な
文
化
施
設
の
建
設
場
所

は
、
改
め
て
都
心
部
に
お
い
て
候

補
地
と
な
る
場
所
を
洗
い
出
し
、

ホ
ー
ル
施
設
の
立
地
場
所
と
し
て

最
適
で
あ
る
か
と
い
う
視
点
お
よ

び
都
市
部
の
回
遊
性
向
上
に
寄
与

す
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
外

部
識
者
の
意
見
も
聴
取
し
つ
つ
検

討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
優
先
的
に
整
理
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

再
質
問
　
優
先
的
に
整
理
す
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
い
つ
ま
で

に
建
設
場
所
を
決
定
す
る
の
か
。

  

再
答
弁
　
本
年
度
中（
令
和
６
年
３

月
末
）ま
で
に
は
建
設
場
所
を
示
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

質  

問
　
建
物
の
建
設
費
用
は
66

億
円
か
ら
69
億
円
程
度
と
さ
れ
、
最

近
は
資
材
費
の
高
騰
や
人
手
不
足

に
よ
り
現
在
の
概
算
額
で
基
本
計

画
通
り
の
施
設
は
出
来
る
の
か
。

　
建
設
費
用
の
中
に
は
設
計
費
や

外
構
工
事
費
は
含
ま
れ
て
い
な
い

が
総
事
業
費
の
見
込
み
額
。

  

答  

弁
　
建
築
資
材
の
高
騰
や
労

務
単
価
の
引
き
上
げ
等
の
影
響
に

よ
り
、
建
設
単
価
の
上
昇
傾
向
が

続
い
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
基
本

計
画
策
定
時
点
か
ら
の
建
設
費
の

増
加
も
一
定
あ
り
得
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
社

会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
建
設
単
価

の
動
き
な
ど
も
注
視
し
な
が
ら
、

整
備
に
向
け
た
精
査
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　総
事
業
費
は
基
本
設
計
・
実
施

設
計
お
よ
び
埋
蔵
文
化
財
調
査
に

係
る
見
積
も
り
の
微
取
や
積
算
、

外
構
工
事
に
係
る
類
似
施
設
の
建

設
単
価
の
調
査
や
積
算
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
外
構
は
建
物
の
配

置
計
画
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る

こ
と
、高
低
差
の
あ
る
土
地
の
中
で
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
動
線
を
確
保
し
つ

つ
、
建
物
廻
り
の
広
場
機
能
も
一

定
確
保
す
る
た
め
の
検
討
を
設
計

段
階
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
現
段
階
で
総
事
業
費
を
示
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

  

質  

問
　
国
か
ら
の
補
助
制
度
で

活
用
で
き
る
補
助
額
。

  

答  

弁
　
現
在
の
基
本
計
画
を
前

提
と
し
て
、
補
助
額
の
上
限
は
あ

る
が
補
助
率
は
補
助
対
象
事
業
費

の
２
分
の
１
と
、
ま
ち
づ
く
り
関

連
の
補
助
制
度
の
中
で
有
利
な
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
る
国
土
交
通
省
の
都

市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業
を
活

用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
建
物

部
分
を
66
億
円
か
ら
69
億
円
程
度

と
見
込
ん
だ
計
画
に
お
い
て
は
、

国
の
補
助
を
30
億
円
弱
と
見
込
み

調
整
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
全
体
の
補
助
額
は
今
後
、

設
計
が
進
み
施
設
の
内
容
が
具
体

的
に
な
っ
た
後
に
国
と
再
度
調
整

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

２
．
長
崎
市
火
葬
場
の
建
て
替

え
計
画
に
つ
い
て

  

質  

問
　
昨
年
９
月
に「
長
崎
市
新

火
葬
場
整
備
基
本
構
想
」が
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
後
、
基
本
計
画
を

策
定
す
る
に
は
建
て
替
え
場
所
の

選
定
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
場
所
の
選
定
を
す
る
に
は

市
役
所
内
の
各
部
署
か
ら
専
門
知

識
を
要
す
る
職
員
を
配
置
し
て
独

自
の
専
門
グ
ル
ー
プ
を
編
成
す
る

な
ど
の
組
織
体
制
が
必
要
で
あ
る

と
昨
年
11
月
の
本
会
議
で
要
望
し
、

答
弁
で
今
後
、
適
正
な
組
織
体
制

の
確
保
に
努
め
る
と
あ
り
ま
し
た

が
組
織
体
制
・
検
討
会
議
・
建
設

場
所
の
選
定
状
況
。

  

答  

弁
　
今
年
４
月
か
ら
、
新
た

に
市
民
生
活
部
に
部
内
の
施
設
調

整
等
を
担
当
す
る
土
木
技
術
職
の

理
事
と
自
治
振
興
課
に
担
当
係
長

を
配
置
し
、
建
設
候
補
地
の
選
定

を
は
じ
め
基
本
計
画
の
策
定
な
ど

の
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
な
体
制
を
一
定
確
保
で
き
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　令
和
２
年
度
か
ら
庁
内
の
関
係

課
長
等
で
構
成
す
る「
も
み
じ
谷
葬

斎
場
建
替
え
に
向
け
て
の
検
討
会

議
」を
組
織
し
て
お
り
、
今
月
２
月

に
個
別
に
意
見
を
聴
取
し
８
月
に

も
第
５
回
会
議
を
開
催
し
、
建
設

候
補
地
の
選
定
に
関
し
て
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　建
設
候
補
地
の
選
定
は
、
現
在

の
場
所
と
同
程
度
以
上
の
面
積
を

有
す
る
市
有
地
に
関
し
て
数
十
か

所
程
度
抽
出
し
た
う
え
で
、
庁
内

の
検
討
会
議
に
加
え
関
係
部
局
長

も
含
め
て
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

さ
ら
に
一
定
数
ま
で
に
絞
り
込
み

に
向
け
て
行
い
早
期
に
整
理
が
出

来
る
よ
う
に
鋭
意
取
組
ん
で
い
き

ま
す
。

３
．
都
市
計
画
道
路
大
黒
町
・

恵
美
須
町
線
拡
幅
整
備
の

進
捗
に
つ
い
て

  

質  

問
　
平
成
25
年
12
月
に
長
崎

駅
周
辺
の
交
通
混
雑
の
解
消
策
と

し
て
、
旭
大
橋
交
差
点
か
ら
ま
る

み
つ
パ
チ
ン
コ
店
前
か
ら
長
崎
中

央
郵
便
局
の
交
差
点
ま
で
の
区
間

を
拡
幅
し
よ
う
と
す
る
事
業
で
あ

り
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
完
成
出
来

て
い
ま
せ
ん
が
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁
　
建
物
規
模
の
大
き
い
地

権
者
の
う
ち
国
道
側
の
地
権
者
に

は
用
地
買
収
に
係
る
協
力
を
い
た

だ
き
、
本
年
２
月
末
に
建
物
の
解

体
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
、
地
権
者
２
名
と
契
約

を
交
わ
し
、
建
物
が
解
体
さ
れ
る

な
ど
着
実
に
用
地
の
確
保
が
す
す

ん
で
い
ま
す
、
建
物
規
模
が
大
き

い
残
り
の
１
件
に
つ
き
ま
し
て
も

移
転
先
等
の
調
整
に
一
定
の
理
解

を
頂
い
て
お
り
、
移
転
先
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
、
継
続
的
に
調

整
し
て
お
り
令
和
11
年
度
完
成
を

目
標
に
事
業
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

４
．
老
朽
危
険
空
き
家
の
対
応

に
つ
い
て

  

質  

問
　
老
朽
危
険
空
き
家
の
周

辺
の
住
民
の
皆
さ
ん
は
大
雨
や
台

風
時
に
は
危
険
と
の
隣
り
合
わ
せ

で
あ
る
が
、
長
崎
市
内
に
老
朽
危

険
空
き
家
の
件
数
と
市
と
し
て
の

対
応
。

  

答  

弁
　
老
朽
危
険
空
き
家
は
、

令
和
５
年
３
月
末
現
在
、
４
０
６

件
を
把
握
し
所
有
者
等
へ
の
指
導

を
継
続
的
に
行
っ
た
こ
と
で
自
主

解
体
や
補
助
金
の
活
用
に
よ
る
除

去
が
進
み
、
２
３
１
件
が
解
決
に

至
り
、
現
在
は
１
７
５
件
を
継
続

的
に
所
有
者
等
へ
の
文
書
の
送
付

や
職
員
に
よ
る
所
有
者
宅
へ
の
訪

問
に
よ
り
、
適
正
管
理
に
関
す
る

働
き
か
け
を
重
ね
て
行
う
な
ど
粘

り
強
く
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
．
橘
湾
の
赤
潮
被
害
に
つ
い
て

  

質  

問
　
７
月
31
日
に
橘
湾
の
広

範
囲
で
の
赤
潮
発
生
に
よ
り
、
湾

内
で
養
殖
し
て
い
た
マ
ダ
イ
・
ト

ラ
フ
グ
や
シ
マ
ア
ジ
な
ど
壊
滅
的

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
現

在
把
握
し
て
い
る
被
害
状
況
・
被

害
額
お
よ
び
養
殖
事
業
者
へ
の
支

援
策
。

  

答  
弁
　
今
回
の
赤
潮
に
よ
り
マ

ダ
イ
・
ト
ラ
フ
グ
・
シ
マ
ア
ジ
な

ど
約
73
万
尾
が
へ
い
死
し
、
被
害

額
は
約
９
億
円
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　養
殖
業
者
が
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の

再
ス
タ
ー
ト
と
な
る
な
か
、
生
産

再
開
、
産
地
の
再
生
に
向
け
県
市

協
調
し
た
強
力
な
支
援
が
必
要
で

す
の
で
、
養
殖
業
者
が
早
期
に
事

業
を
再
開
す
る
た
め
に
必
要
な
代

替
魚
の
導
入
や
金
融
面
で
の
支
援

な
ど
に
つ
い
て
本
会
議
に
お
い
て

審
査
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現在の長崎市火葬場

拡幅整備が行われる大黒町・恵美須町線

老朽危険空き家

赤潮による被害が発生した橘湾養殖場

１
．
新
た
な
文
化
施
設
の
建
設

に
つ
い
て

　令
和
２
年
１
月
に「
新
た
な
文
化

施
設
」を
現
市
庁
舎
跡
地
に
建
設
す

る
こ
と
を
決
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
市
長
は
今
年
６
月
12
日
の
定

例
会
見
で「
新
た
な
文
化
施
設
」を
市

庁
舎
跡
地
に
造
る
計
画
に
つ
い
て
、

県
庁
舎
跡
地
活
用
の
議
論
や
建
設

費
高
騰
な
ど
の
状
況
を
見
極
め
、

建
設
地
が
適
切
か「
再
度
整
理
す
る

必
要
が
あ
る
」と
の
考
え
と
ま
ち
全

体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く

中
で「
文
化
施
設
が
最
適
な
の
か
考

え
た
い
」と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　又
、
マ
ス
コ
ミ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
新
た
な
文
化
施
設
を「
何
ら

か
の
形
で
造
る
必
要
は
あ
る
」と
の

考
え
を
示
し
た
が
、
建
設
場
所
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は「
い
ろ
い
ろ
な
議

論
が
あ
る
」と
明
言
を
避
け
た
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
以
下
３
点

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

  

質  

問
　
市
長
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
描
い
て

い
る
の
か
、
建
設
場
所
を
い
つ
ま
で

に
結
論
を
出
す
の
か
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁
　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

は
、
長
崎
市
全
体
を
対
象
に
将
来

の
都
市
構
造
で
あ
る「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
長
崎
」の

実
現
に
向
け
て
、人
の
回
遊
の
維
持
・

解
体
が
行
わ
れ
て
い
る「
旧
市
庁
舎
」


